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（概要） 

ゲノムサイズの異なる原種シクラメン（Cyclamen coum (2n=2x=30)、C. mirabile (2n=2x=30)、C. hederifolium 
(2n=2x=34)及び C. persicum (2n=2x=48) ）の種子に 320 MeV 炭素イオンビーム（0、10、20、30、40、50 Gy）
を照射し、発芽率及び線量反応を調査した。 
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１．目的 

ゲノムサイズの異なる原種シクラメン（Cyclamen coum (2n=2x=30)、C. mirabile 、(2n=2x=30)、C. hederifolium 
(2n=2x=34)及び C. persicum (2n=2x=48)の種子への炭素イオンビーム照射により発芽率から種ごとに適正線

量を明らかにする。照射種子から M1 集団を育成し、M1 個体の自家受粉により得られた M2 種子から M2
集団を育成し、有益な変異体を選抜する。 
 

２．実施方法 

Cyclamen coum (2n=2x=30)、C. mirabile (2n=2x=30)、C. hederifolium (2n=2x=34)及び C. persicum (2n=2x=48) の
種子を供試した。平成 28 年 10 月 13 日に 320 MeV 炭素イオンビーム（0、10、20、30、40、50 Gy）を照射

後、10 月 17 日に播種し、平成 29 年 5 月 20 日に発芽を調査した。 
 

３．結果及び考察、今後の展開等 

C. mirabile の 0 Gy 及び 10 Gy 照射区ではそれぞれ、72 ％と 68 ％の高い発芽率を示し、20 Gy では 40 ％
に低下し、50 Gy 照射では 7 ％に低下した。C. hederifolium 及び C. persicum の 0 Gy 照射では発芽率が 40 ％
程度であり、10 Gy 、20 Gy でも大きな低下は見られなかったが、30 Gy ではそれぞれ 30 ％に低下し、50 Gy
では C. persicum で 16 ％、C. hederifolium で 6 ％の発芽率となった。C. coum は調査の段階ではすべての照

射区において発芽は認められなかった。C. hederifolium、C. persicum 及び C. coum の低い発芽率は原種シク

ラメンに見られる種子休眠によるものと考えられるため、調査を継続する予定である。発芽した M1 個体の

自家受粉により得られた M2 種子から M2 集団を育成し、有益な変異体を選抜する予定である。 
これまでに、芳香シクラメンへの炭素イオンビーム照射で色素合成にかかわる遺伝子を破壊して花色変異

体を作出した（Akita et al. 2011, Ishizaka et al. 2012）。供試した原種シクラメンの主要色素はマルビジン 3,5
ジグルコシドであり（高村ら、1997）、色素合成経路は芳香シクラメンと同様であること、異質四倍体の芳

香シクラメンとは異なり、二倍体であることから、M2 で花色変異体が得られる確率は高い。供試した原種

シクラメンはそれ自体に観賞価値がある他、C. hederifolium 及び C. persicum はシクラメンの園芸品種と交雑

可能であることから、変異体の育種素材としての利用により園芸品種の育種にも貢献できる。 
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